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このガイドについて

対象読者

Concurrency Utilities for Java EE (JSR-236)は、並行処理を行う非同期タスクをアプリケーション・サーバー

がコンテキストを維持して実行・管理する標準技術です。

本書は、 JEUS®(以下、JEUS)でConcurrency Utilities for Java EEを利用して開発を行う開発者を対象と

しています。

前提知識

JEUSの基本的な使用方法と製品を理解するには、以下のガイドについてあらかじめ熟知することをお勧め

します。

● 『JEUS 紹介ガイド』

● 『JEUS インストール＆スタートガイド』

本書のすべてのサンプルと環境構成は、UNIXスタイルに準拠します。Microsoft Windows™(以下、Windows)

など他の環境で作業を行う場合は、次のような事項を考慮してください。

たとえば、Windowsプラットフォームでは、ディレクトリー区切り子をUNIXスタイルのスラッシュ(/)からWindows

スタイルのバックスラッシュ(\)に変えて使用してください。また、環境変数もWindowsスタイル(%%)に変更し

て使用してください。

本書で触れているJEUS_HOMEは、JEUSがインストールされているディレクトリーです。

制限事項

本書の内容は、Java標準に準拠して作成されていますが、本書で触れているJava EEやJava仕様について

は詳しく取り上げていません。関連内容についてはJava関連ドキュメントを参照してください。
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本書の構成

本書は、計2章で構成されています。

● 「第1章 Concurrency Utilities for Java EE」

Concurrency Utilities for Java EEについて説明します。

● 「第2章 Managed Objects」

Managed Objectsについて説明し、JEUSでManaged Objectsを利用した非同期タスクの例を説明しま

す。
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表記上の規則

意味表記

プログラム・ソースコードのファイル名<<AaBbCc123>>

CtrlキーとCキーを同時に押す<Ctrl>+C

GUIのボタン、メニュー名[Button]

強調太字

関連文書、あるいはガイド内の他の章および節の表示「」、『』 (鍵カッコ)

画面UI上の入力項目「入力項目」

メール・アカウント、Webサイトハイパーリンク

メニューの実行順>

下位ディレクトリー/ファイル有り+----

下位ディレクトリー/ファイル無し|----

参照/注意事項
参考

注意事項
注

図の名前[図 1.1]

表の名前[表 1.1]

Javaコード、XMLドキュメントAaBbCc123

オプション・パラメータ[ command argument ]

「<」と「>」の間の内容は実際に使用される特定の名前または値で置き

換えられる

< xyz >

構文の中の相互に排他的な選択項目の選択肢を示す|

例) A|B: AとBのいずれかを選択

パラメータ、値、または他の情報が繰り返される…

環境変数${ }
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システム要件

要求事項

Solaris 9, 10, 11プラットフォーム

HP-UX 11.x, 11i, 11iV2

IBM AIX 5L, 6L, AIX 7L

MS Windows 2008, 2012, Vista, 7, 8

最小2GB以上、推奨20GBのハードディスク容量ハードウェア

推奨1GB以上のメモリー容量

JDK 7, JDK 8JDK

関連文書

説明ガイド

JEUSサーバーについて全般的に紹介し、JEUSのアーキテクチャーを

含む各構成要素について記述しています

JEUS 紹介ガイド

JEUSについて紹介し、JEUSのインストールおよび開始方法について

記述しています

JEUS インストール＆スタートガイド

JEUSシステムおよびサーバーの概要とシステムの管理方法について

記述しています

JEUS サーバガイド

JEUSのWeb管理ツールであるWebAdminを利用したJEUSの設定お

よび制御、モニタリング、クラスタリング、リソースの設定および管理に

ついて記述しています

JEUS WebAdminガイド

参考文献

● Concurrency Utilities for Java EE(JSR-236)仕様
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第1章 Concurrency Utilities for Java EE

本章では、Concurrency Utilities for Java EEの登場背景および技術について簡単に説明します。

1.1. 概要
アプリケーション・サーバーのEJBやWebコンポーネントでJava SEが提供するConcurrency API (Thread、

Timer、ExecutorService、...)を利用することは推奨しません。Java EEアプリケーションのコンポーネント

（Servlet、EJBなど）は、アプリケーション・サーバーが管理するスレッドで実行され、同じスレッドでコンテナ

が提供する機能が動作することを仮定します。

このような理由で、Appコンポーネントはコンテナが管理しないスレッドではJava EEサービスを安全に使用

できません。また、コンテナが管理しないスレッドでリソースを利用する場合、Java EEでユーザービリティー、

セキュリティー、スケーラビリティーの問題を潜在的に起こす可能性があります。

このように管理されない(unmanaged)スレッドによって発生する問題を解決するために、従来のJava SEの

Concurrency Utilitiesを拡張したConcurrency Utilities for Java EE(JSR-236)が提供されています。

この標準化された技術により、Java EE環境でコンテナの整合性を損なわずにアプリケーションが動作する

ことを保証できます。

1.2. Managed Task
コンテナは不要なリソースの消費を減らすために、リソースをプーリングしてライフサイクルを管理します。と

ころが、コンポーネント内でJava SEが提供するConcurrency APIを利用して非同期タスクを実行すると、コ

ンテナがそのリソースを検知できないため管理することができません。

Concurrency Utilities for Java EEでは既存のJava SEのjava.util.concurrentに定義されているタスクを拡

張してManaged Task(管理されるタスク)を定義しています。これにより、コンテナがその一般タスクをManaged

Taskとして管理することができ、非同期でタスクが実行されたときに、実行コンテキストを維持して実行され

るようにします。

1.3. コンテナ・スレッド・コンテキスト
Java EE環境ではサービスを実行時に各サービスのコンテキスト情報を持っています。たとえば、JDBCの

データソースやJMSのプロバイダーとEJBなどがあります。

コンポーネント内でJava SEのConcurrency APIを利用する場合、コンテナが新規作成されたスレッドでサー

ビスのコンテキスト情報を維持するためには、アプリケーション開発者は次のような方式でコンテキストを伝

播する必要があります。
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1. アプリケーション・コンポーネント・スレッドのコンテナ・コンテキストを保存します。

2. どのコンテナ・コンテキストを保存して伝播するかを判断します。

3. 新規作成されたスレッドにコンテナ・コンテキストを適用します。

4. 元のコンポーネント・スレッドのコンテキストを回復します。

このような方式でJava SEのConcurrency APIでコンテキストを維持しながらタスクを実行することができま

すが、Concurrency Utilities for Java EEサービスを利用すると、ユーザーが定義したタスクをManaged

Objects（管理対象オブジェクト）に転送するだけで、内部でコンテキストを自動で維持・回復するので便利か

つ安全です。

1.3.1. コンテキストを維持しながらタスクを実行するポイント

● java.util.concurrent.Callable

– call()

● java.lang.Runnable

– run()

● javax.enterprise.concurrent.ManagedTaskListener

– taskAborted

– taskSubmitted

– taskStarting

● javax.enterprise.concurrent.ManagedTaskListener

– taskAborted

– taskSubmitted

– taskStarting

● javax.enterprise.concurrent.Trigger

– getNextRuntime()

– skipRun()
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第2章 Managed Objects

本章では、Concurrency Utilities for Java EEが提供するManaged Objects（管理対象オブジェクト）とその

使用例を説明します。

2.1. ManagedExecutorServiceインターフェース
javax.enterprise.concurrent.ManagedExecutorServiceインターフェースは、Java SEの

java.util.concurrent.ExecutorServiceインターフェースを継承します。ExecutorServiceと同様に、非同期タ

スクの実行のために利用されます。アプリケーション・サーバーは非同期で実行されるタスクのコンテキスト

情報を維持します。

リソースの定義例

以下は、ManagedExecutorServiceをリソースとして定義する例です。

[例 2.1] ManagedExecutorServiceをリソースとして定義する例 : <<domain.xml>>

<domain>

...

<server>

<data-sources>

<data-source>testdb</data-source>

</data-sources>

<managed-executor-service>mes1</managed-executor-service>

</server>

<resources>

<managed-executor-service>

<export-name>mes1</export-name>

<long-running-task>true</long-running-task>

<thread-pool>

<min>10</min>

<max>20</max>

<keep-alive-time>60000</keep-alive-time>

<queue-size>4096</queue-size>

</thread-pool>

</managed-executor-service>

</resources>
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...

</domain>

アプリケーションの例

以下は、ManagedExecutorServiceを利用したアプリケーションの例です。

[例 2.2] ManagedExecutorServiceを利用したアプリケーションの例

public class AppServlet extends HTTPServlet implements Servlet {

// Retrieve our executor instance.

@Resource(name=mes1”)

ManagedExecutorService mes;

protected void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse

resp) throws ServletException, IOException {

ArrayList<Callable> builderTasks = new ArrayList<Callable>();

builderTasks.add(new AccountTask(reqID, accountID));

builderTasks.add(new InsuranceTask(reqID, accountID));

// Submit the tasks and wait.

List<Future<Object>> results = mes.invokeAll(builderTasks);

AccountInfo accountInfo = (AccountInfo) results.get(0).get();

InsuranceInfo insInfo = (InsuranceInfo) results.get(1).get();

// Process the results

}

}
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WebAdminを利用した設定例

WebAdminで左側の[Resources]メニューの「Concurrency Utilities Resource」項目で

ManagedExecutorServiceリソース設定を行えます。

[図 2.1] WebAdminを利用したManagedExecutorServiceの設定
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2.2. ManagedScheduledExecutorServiceインターフェース
javax.enterpr ise.concurrent .ManagedScheduledExecutorServ iceインターフェースは、

ManagedExecutorSer v iceの全機能を継承すると共に、Java SEの

java.util.concurrent.ScheduledExecutorServiceの機能を継承し、タスクの遅延実行と周期実行機能を提

供します。さらに、トリガーとManagedTaskListenerインターフェースにより、タスクの実行を制御できるよう

にします。

リソースの定義例

以下は、ManagedScheduledExecutorServiceをリソースとして定義する例です。

[例 2.3] ManagedScheduledExecutorServiceをリソースとして定義する例 : <<domain.xml>>

<domain>

...

<server>

<data-sources>

<data-source>testdb</data-source>

</data-sources>

<managed-scheduled-executor-service>mses1</managed-scheduled-executor-service>

</server>

<resources>

<managed-scheduled-executor-service>

<export-name>mses1</export-name>

<long-running-task>true</long-running-task>

<thread-pool>

<min>10</min>

<max>20</max>

<keep-alive-time>60000</keep-alive-time>

<queue-size>4096</queue-size>

</thread-pool>

</managed-scheduled-executor-service>

</resources>

...

</domain>
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アプリケーションの例

以下は、ManagedScheduledExecutorServiceを利用したアプリケーションの例です。

[例 2.4] ManagedScheduledExecutorServiceを利用したアプリケーションの例

public class AppServlet extends HTTPServlet implements Servlet {

    @Resource(name=mses1”)

    ManagedScheduledExecutorService mses;

    protected void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse

            resp) throws ServletException, IOException {

        Runnable printTask = new Runnable() {

            @Override

            public void run() {

                System.out.println(System.currentTimeMillis());

            }

        };

        // printTaskが5秒ごとに実行される

        mses.schedule(printTask, 5, TimeUnit.SECONDS);

    }

}
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WebAdminを利用した設定例

WebAdminで左側の[Resources]メニューの「Concurrency Utilities Resource」項目で

ManagedScheduledExecutorServiceリソース設定を行えます。

[図 2.2] WebAdminを利用したManagedScheduledExecutorServiceの設定
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2.3. ContextServiceインターフェース
ExecutorServiceを利用せずにContextServiceによりManaged Taskを作成する方法を提供します。本機能

を利用すると、ユーザーがタスクを作成するときにコンテキストに気を配らなくても、アプリケーション・サー

バー内部でタスクの実行時にコンテキストを維持します。より詳細には、動的プロキシーを利用して現在のタ

スクを実行する前に、該当するスレッドにコンテキストを設定してタスクを実行します。すべてのタスクが完了

したら、コンテキストを回復するタスクを代わりに実行します。

リソースの定義例

以下は、ContextServiceをリソースとして定義する例です。

[例 2.5] ContextServiceをリソースとして定義する例 : <<domain.xml>>

<domain>

...

<server>

<data-sources>

<data-source>testdb</data-source>

</data-sources>

<context-service>cs1</context-service>

</server>

<resources>

<context-service>

<export-name>cs1</export-name>

</context-service>

</resources>

...

</domain>

アプリケーションの例

以下は、ContextServiceを利用したアプリケーションの例です。

[例 2.6] ContextServiceを利用したアプリケーションの例

public class AppServlet extends HTTPServlet implements Servlet {

    @Resource(name=cs1”)

    ContextService cs;

    protected void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse

            resp) throws ServletException, IOException {

        // 一般的な実行可能なタスク

        Runnable simpleTask = new Runnable() {
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            @Override

            public void run() {

                int sum = 0;

                for (int i = 0; i < 10; i++) { sum += i; }

                System.out.println(sum);

            }

        };

        // 一般のタスクをContextServiceによりコンテクスチュアル・タスク(Contextual task)

として作成

        cs.createContextualProxy(simpleTask, Runnable.class);

        // SEが提供するExecutorにコンテクスチュアル・タスクを渡す

        ExecutorService es = Executors.newFixedThreadPool(1);

        es.submit(simpleTask);

    }

}

WebAdminを利用した設定例

WebAdminで左側の[Resources]メニューの「Concurrency Utilities Resource」項目でContextService

リソース設定を行えます。

[図 2.3] WebAdminを利用したContextServiceの設定
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2.4. ManagedThreadFactoryインターフェース
javax.enterprise.concurrent.ManagedThreadFactoryインターフェースは、Java SEの

java.util.concurrent.ThreadFactory機能を継承してスレッドの作成機能を提供します。一般的にThreadFactory

は、ThreadPoolExecutorを作成するときに選択的に設定することができ、スレッドの作成を制御する機能を

します。したがって、Java SEのConcurrency APIでもワーカー・スレッドがタスクを実行時にタスクのコンテ

キストを維持することができます。

リソースの定義例

以下は、ManagedThreadFactoryをリソースとして定義する例です。

[例 2.7] ManagedThreadFactoryをリソースとして定義する例 : <<domain.xml>>

<domain>

...

<server>

<data-sources>

<data-source>testdb</data-source>

</data-sources>

<managed-thread-factory>mtf1</managed-thread-factory>

</server>

<resources>

<managed-thread-factory>

<export-name>mtf1</export-name>

<thread-priority>5</thread-priority>

</managed-thread-factory>

</resources>

...

</domain>

アプリケーションの例

以下は、ManagedThreadFactoryを利用したアプリケーションの例です。

[例 2.8] ManagedThreadFactoryを利用したアプリケーションの例

public class AppServlet extends HTTPServlet implements Servlet {

    // Retrieve our executor instance.

    @Resource(name=mtf1”)

    ManagedThreadFactory mtf;

    protected void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse
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            resp) throws ServletException, IOException {

        // 一般的な実行可能なタスク

        Runnable simpleTask = new Runnable() {

            @Override

            public void run() {

                int sum = 0;

                for (int i = 0; i < 10; i++) { sum += i; }

                System.out.println(sum);

            }

        };

        // simpleTaskをManagedThreadFactoryで提供されるスレッドで実行

        mtf.newThread(simpleTask).start();

        // あるいはThreadPoolExecutorのパラメータでThreadFactoryを渡す

        Executor e = new ThreadPoolExecutor(5, 10, 6L, TimeUnit.MINUTES, new 

ArrayBlockingQueue<Runnable>(4096), mtf);

        e.execute(new SimpleTask());

    }

}

WebAdminを利用した設定例

WebAdminで左側の[Resources]メニューの「Concurrency Utilities Resource」項目で

ManagedThreadFactoryリソース設定を行えます。

[図 2.4] WebAdminを利用したManagedThreadFactoryの設定
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